
大規模学術フロンティア促進事業
日本語の歴史的典籍の
国際共同研究ネットワーク構築計画
＜背景・課題＞
 歴史的典籍のＩＴコンテンツ化の遅れ
 破損・劣化、自然災害による日本文化（文字記録）損失のおそれ
 研究分野細分化の克服と、異分野共同研究体制の確立が急務

「日本語の歴史的典籍データベース」の構築

国際共同研究ネットワークの構築

国 際 共 同 研 究 の 推 進

三 つ の 柱

30万点の画像データ作成
大規模画像データベースの運用

（平成29(2017)年10月正式公開）
15,000点のタグ付け

共同研究の実施やデータベースの構築にあたり、人文学
研究のプロジェクトとしては我が国最大規模の実施体制
を構築

日本古典籍研究国際コンソーシアムを設立
（令和2(2020)年11月）

参加機関 合計82（国外41、国内41）
令和5(2023)年3月末時点

異分野融合研究の醸成（オーロラ、AIくずし字認識など）
総合書物学の推進

歴史的典籍とは？
主に、日本人によって著述された江戸時代末まで
の書物。
狭義の「文学」に限らず、歴史、思想、宗教、
美術から、医学、兵学、天文学、和算、農業まで、
あらゆる内容が含まれます。 『源氏物語画帖』

（DOI：10.20730/200014736）



 平成29(2017)年10月「新日本古典籍総合データベース」を
正式公開
 計 176 もの機関の所蔵資料を掲載
 日本文学関連のみならず、食文化、美術・音楽、数学、蘭学、医学など様々な分
野の歴史的典籍を含む。

 「桃園文庫」や「東書文庫」など、学術的に非常に重要だがデータベース化され
ていなかった歴史的典籍も掲載

「日本語の歴史的典籍データベース」
の構築

＜概要＞
これまでに例のない大規模な日本語の歴史的典籍のデータベースを、利用者にIT環
境が整っていれば、何時でも、何処でも、利用可能なデータベースとして公開

質・量ともに充実した「国書データベース」の公開により、歴史的典籍を用いた研
究に不可欠な共有研究基盤として確固たる地位を確立

日本語の歴史的典籍のデータベース

 令和５(2023)年３月「国書データベース」を正式公開
 「新日本古典籍総合データベース」と「日本古典籍総合目録データベース」とを
発展的に統合

 歴史的典籍の所在情報、典籍の書誌情報、マイクロフィルム所蔵情報、紙焼き本
の情報まで加えて、発展的に構築

IIIF（トリプル
アイエフ）
ビューワである
Miradorを採用

DOI（デジタル
オブジェクト識
別子）を付与
し、参照の永続
性を確保

公開する画像の
オープン化を推
進しクリエイ
ティブ・コモン
ズ・ライセンス
の仕組みを採用

国書データベース トップ画面

＜活用事例＞
宮川真弥「覆刻版における版面拡縮現象の具体相 : 匡郭間
距離比較による版種弁別法確立のために」『斯道文庫論集』
53 号（平成30(2018) 年2 月）で「鎮州臨濟慧照禪師語録」
の画像が使用された。

https://creativecommons.jp/licenses/https://www.doi.org/https://iiif.io/
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「日本語の歴史的典籍データベース」
の構築

国際共同研究ネットワークの構築
 共同研究の実施やデータベースの構築にあたり計136機関との連携関
係を構築
 拠点（国内大学20、国外機関19）
 連携機関（大学、高専、研究機関、学術団体、図書館など、計97機関）

日本古典籍研究国際コンソーシアムwebページ

本事業により研究ネットワークを構築してきた国文学研究資料館が幹事
機関となり、日本古典籍研究国際コンソーシアムを設立
 国外41機関（米国11、中国9、イタリア5、ドイツ4、その他12）
 国内41機関（大学学部等19、資料保有機関12、研究機関8、学協会2）

ページビュー数 3.5倍
国内ユーザー数 2.9倍
海外ユーザー数 4.5倍

 オンライン分科会・勉強会
（延べ25回開催）

 日本古典籍に関する情報リテラシー分科会
 日本国内外のくずし字教育分科会
 オンライン翻刻・展示分科会
 書誌学用語勉強会

令和5(2023)年2月末時点



国際共同研究の推進
データベースを活用し、人文学分野にとどまらず、自然科学分野までを包括

する文理融合による共同研究や情報学分野等との連携によるデータ駆動型研究
の萌芽的な共同研究などを推進

歴史的典籍の天文・気候情報に基づく文理融合研究

食文化に関する文理融合研究

異分野融合研究の醸成

歴史的典籍に記載された天災や気象情報を整理することにより、過
去に起こった天変地異の発生パターンや長期的な気候変動を復元

 歴史的典籍の記述や先行研究を元に、つる性植物や樹木計20種類の
樹液を採取し糖分分析を行い幻の甘味料とされる「甘葛煎」を復元

 歴史的典籍に漉き込まれた人の毛髪に着目し、江戸時代の食生活を
解明

1770年9月に京都から見えたオーロラを描いた絵図
松阪市郷土資料室所蔵。三重県松阪市提供

樹液中に含まれるショ糖、ブドウ糖、果糖の
定量比較

歴史的典籍に漉き込まれた毛髪

 藤原定家「明月記」から、連発巨大磁
気嵐の発生パターンを解明

 観測史上最大の磁気嵐キャリントン・
イベント（1859年）を上回る史上最大
の磁気嵐を推定

 『日本書紀』推古28年（620年）の
「赤気」について、「扇形オーロラ」
と整合的であることを解明



国際共同研究の推進
情報学との共同研究によるデータセットの公開

国際共同研究による研究
ツール情報増補・改良

ROIS-DS CODHと連携し、3種類のデータセットを公開
 日本古典籍データセット
 日本古典籍くずし字データセット
 江戸料理レシピデータセット

「日本のデジタル文学地図」「日本の
人名データベース（JBDB）」などの研
究ツールの情報増補・蓄積及びツール
の改良を実施

英文オンライン・ジャーナル
日本文学研究の分野では他に類を見ない
高い専門性を有する査読付き英文オンラ
イン・ジャーナル
『Studies in 
Japanese
Literature and
Culture』を創刊

令和４(2022)年度
までに６号まで
刊行

くずし字認識コンペのイメージ（左）とポスター（右）

 データセットの活用例
 Kaggleにおいて、「日本古典籍くずし字データセッ
ト」を活用した世界的規模のコンペティションを開催

 ROIS-DS CODHがAIくずし字認識アプリ「みを
（miwo)」を開発

AIくずし字認識アプリ「みを」

くずし字データセットの例

 凸版印刷株式会社が「くずし字データセット」を利用し、明治期から昭和初
期の手書き文字を解読するAI-OCR を日本で初めて開発

 料理レシピのコミュニティWebサイトのクックパッドに、江戸料理レシピ
データセットを活用したレシピが公開



国際共同研究の推進
マテリアル分析

総合書物学の創出
 従来の書誌学に異分野融合
の観点を加えた「総合書物
学」を構築

 総合研究大学院大学文化科
学研究科の共通科目として
「総合書物論」を開講

文献観光資源学の推進
 歴史的典籍や歴史史料をデジタル化し、地域的価値や魅力を創造・発信
 モデルケースとして「津軽デジタル風土記の構築」を実施

高精細デジタルマイクロスコープによる19世紀の草双紙の観察によ
り、現代の紙と江戸期の紙の最大の違いが米粉の有無であることを
明らかにする等の研究成果

書物や絵画に対し、科学的分析によって検証可能な形でデータ化す
ることを進め、総合書物学を開拓する基盤整備を実現

総 合 書 物 学 の 推 進

葛飾北斎の作品をベースにした、ねぷた絵師・川村岩山氏による
”リブート”作品

「総合書物論」Webページ

国文研蔵『続松紀原』を
デジタルマイクロスコープで観察

×20 ×500



日本橋三越本店でセミナーや企画に基づく江戸料理の商品化にも協力し、その販売
が行われるとともに広くメディアに取り上げられた。

三越伊勢丹と江戸料理のコラボレーション企画

山村浩二
新作短編

アニメーション
「ゆめみのえ」

絵手本『略画式』
シリーズをモチーフ
に、『雨月物語』の
一遍を翻案した作品

ないじぇる芸術共創ラボ

日本語の歴史的典籍国際研究集会

谷原菜摘子氏
による
挿絵の例

西山物語※
─口惜しい─
（部分）

※挿絵が一枚もない
江戸時代の伝奇小説

小説、アニメーション、舞台芸術、絵画などの表象芸術にたずさわるクリエーターた
ちが、歴史的典籍に触れることで得た感性と知識を創作活動に活かしてもらう企画

NW構築計画の成果を発表する国際研究集会

カラーヌワット・タリン氏
（Research Scientist at Google 

Research）
発表資料から

グラムリヒ=オカ・
ベティーナ教授

（上智大学文学部）
発表資料から

社会還元・活用事例



NW構築計画の成果を広く社会
に発信するため、プレスリ
リースやWebサイト及びSNS
等を利用した情報発信を積極
的に実施

プレスリリース等での情報発信

ニューズレター「ふみ」※年２回刊行

ブックレット＜書物をひらく＞

NW構築計画の取組状況を広く社会に向け広報するニューズレター

共同研究等の研究成果を広く国民に関心を持ってもらうことを目的としたブック
レット（平凡社から刊行）

静嘉堂文庫に関する
プレスリリース

社会還元・活用事例



画像公開の流れ

➢ 内製方法の確立と実施

2014(平成26)年度から試行を重ね、その方法を確立し、2018(平成30)
年度から本格的に実施している。

➢ 内製実施機関の例

連携機関との協力体制の構築

◆江戸東京博物館 ◆愛媛大学 ◆大谷大学 ◆帯広畜産大学

◆加賀市立図書館 ◆九州大学 ◆京都大学 ◆共立女子大学

◆慶應義塾大学 ◆研医会 ◆東北大学 ◆清光山西嚴寺

◆東京藝術大学 ◆鬪雞神社 ◆千葉県立中央博物館

◆日本体育大学 ◆野中烏犀園 ◆国立国語研究所

◆東京書籍附設教科書図書館東書文庫 ◆嵐牛俳諧資料館

搬入・

保管

内製

(撮影)

画像

処理

書誌

作成
公開

職員による内製 DBで表示する
ための各種設定

DBで検索・利用する
ためのデータ整備

DBから公開資料の搬入、確認
殺虫後に保管

内製点数

～2017
(H29)

【試行期間】

2018
(H30)

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
（R3)

2022
（R4）

2023
（R5）
【計画】

1,968 4,454 5,268 3,928 6,985 8,530 8,400

内製実施機関数

2016
(H28)

2017
(H29)

2018
(H30)

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
（R3)

2022
（R4）

2 9 9 14 17 22 24



窒素発生装置（４Ｆ）

窒素発生装置による燻蒸（殺虫）の様子

資料保管庫（４Ｆ）

和紙は虫害に遭いやすいため、搬入後ただちに、窒素発生装置や無酸素処理法
等により殺虫処理を行う

虫害を被った資料

殺虫が終わった資料は、カビ
を防ぐため湿度・温度管理がな
されている資料保管庫で撮影ま
で保管する

補虫用粘着トラップを用いた
調査を定期的に行って虫が発生
しないよう保全に努めている

虫害によって、多数の1~2mm
程の小さな丸い穴が開いている
※赤〇囲みは、比較的大きな箇所
であり、線状に見えるの箇所は
全て虫害によるもの

被害が拡大すると、虫糞や唾液
によって頁同士でくっついてしま
い、開けなくなってしまう場合も
ある

原資料の所蔵機関から撮影対象となる資料を
当館に搬入し、最初に資料の確認を行う

搬入・保管



職員による内製の様子

撮影室（５Ｆ）の様子

撮影室（５Ｆ）の様子

1台あたり1日6時間で500～600コマ撮影 ※およそ古典籍10～20冊相当

A3サイズスキャナ10台、
A2サイズスキャナ5台（計15台）
を使い、職員11名が撮影している

読取解像度は400dpi

資料のサイズと色が
わかるようスケールと
カラーチャートを挿入

内製(撮影) 資料に非接触で画像をスキャンできるスキャナ
を用いて、１枚ずつ丁寧に撮影を行う

内製：歴史的典籍所蔵機関に、ブックスキャナ等撮影機材を設置し、機関の職員が
資料のデジタル撮影を行うこと



撮影した画像をデータベースで表示するために、
形式変換・IIIF対応・カラープロファイルの設定
などを行う

適切なカラープロファイルを
設定した場合

カラープロファイルが
設定されていない場合

※ カラープロファイルは撮影した歴史的典籍の持つ色合いをできるだけ正確に
再現するため、使用した撮影機材ごとに設定されているものから公開用の標準的な
ものに再設定している

画像処理

画像をデータベースで検索・利用するために必要な「書名」
「著者名」「所蔵者」などの様々な書誌データを整備する

書誌データとして入力

「豆腐百珍」と書名が書かれている

「天明癸卯」＝天明３年に出版された

等々……

書誌作成

事務室（５Ｆ）の様子

くずし字を読解できる
職員10名が、資料の画像
から書誌データを作成

6時間で15点程度の作
成を行う



画像と書誌とをリンクさせてデータベースで公開する公 開

サーバー室（Ｂ１）

バックアップ保管庫（Ｂ１）

撮影した画像を変換して公開用画像を作成する。基準を満たさない画像がない
か１枚ずつ確認し、書誌データとともにデータベースに取り込む

画像は、長期保存のため
光ディスク等複数の媒体で
保管

機構の規定により、大規模
災害からのデータ保全のため、
関西地区にもデータを保管
（搬送は、原則として１年１回）
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